
 

 

 

■実施状況                                                  ＜令和８年８月時点＞ 

 令和７年度補正予算 令和８年度補正予算 

交付限度額 2億 8960万円     1215万円     

うち令和７年度 交付決定額 2億 8960万円（100%） ―円（―%） 

うち令和８年度 交付決定額 0円（0%） 1215万円（100%） 

残額 0円（0%） 0円（0%） 
 
■主な事業概要 ※規模の大きい事業を最大５つ程度記載（詳細は別途実施計画をご覧ください） 

生活者支援 

◆物価高騰支援商品券配布事業  事業費：１億７,８６３万円（R7 補正を活用）  ※食料品特別加算を活用 

食料品の物価高騰対策として、市民生活の支援と消費の下支えを通じた地域経済の活性化を図るため、地域商品券（使用期限：令和８年８月３１日まで

を１人当たり５千円分）発行 

 

◆水道料金物価高騰支援事業  事業費：６,９７８万円（R7 補正を活用） 

市内の水道契約者（官公庁を除く）に対して、令和８年２月～５月の４か月分の水道料金のうち基本料金減免を行い、井戸利用者に対しては４か月分の

水道基本料金相当額として５千円分の商品券を配布 

 

◆物価高対応子育て応援金【上乗せ】  事業費：２,３６２万円（R7 補正を活用） 

物価高の影響が長期化し、その影響を強く受けている子育て世帯を力強く支援するため、児童手当の受給者に対して、物価高対応子育て応援手当（１人

当たり２万円）に、市独自の支援として５千円を上乗せ支給 

 

◆学校給食支援事業  事業費：１億８,４９６万円（R8 補正を活用） 

 物価高騰の影響を受ける子育て世帯を支援するため、小中学校給食費を支援することで、保護者の経済的負担の軽減を図る。 

 ※教職員分は除く 

 ※小学校給食費については、国県からの基準額を超える部分に対して重点支援地方交付金を充当する 
 

事業者支援 

◆社会福祉施設等物価高騰対策支援事業  事業費：１,１９２万円（R7 補正を活用） 

物価高騰に直面している市内の社会福祉施設等の負担軽減を図るとともに、安定的な施設運営の継続を確保するため、施設に対して支援金を給付（【入

所系】１万６千円／名、【通所系】１４万円／事業所、【通所系：障がい児施設】１０万２千円／事業所） 

※事業費の全部又は一部に本交付金を充当予定 
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